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金…木3 だ腿翼…よ…り

金木町長・町議補欠選挙

大》
一

町議には沢田政孝氏
(大橋町長）

金
木
町
及
は
川
川
十
八
Ⅱ
を

も
っ
て
任
期
淌
丁
と
な
り
、
ま

た
町
鍍
会
砿
側
に
一
名
の
欠
貝

を
生
じ
て
い
る
た
め
、
さ
る
三

川
二
ト
ー
川
、
金
木
町
曇
選
挙

お
よ
び
町
縦
会
破
凸
の
袖
欠
選

挙
が
Ｍ
畔
に
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

町
避
選
挙
は
、
呪
金
木
町
及

の
大
橘
忠
勝
、
製
材
業
の
珍
川

柵
雌
郎
、
会
社
社
及
の
三
止
誠

二
、
生
花
生
雁
販
光
業
の
楠
美

学
夫
の
Ⅶ
氏
に
よ
っ
て
争
わ
れ

町
虻
の
町
の
叩
佛
打
に
か
け
る

川
俳
も
火
き
く
、
ｎ
熱
し
た
遊

瀧
城
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
結

果
は
大
橘
町
曇
が
四
千
六
両
ヒ

ト
七
栗
を
雌
僻
し
て
再
選
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
町
談
会
砿
貝
の
袖
欠

選
挙
は
山
村
節
男
氏
（
金
木
）

と
沢
川
政
孝
氏
（
孫
瀬
）
の
一

騎
討
ち
と
な
り
、
激
幟
の
す
え

二
面
几
十
六
票
兼
で
沢
川
政
学

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

逓
泰
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

”訂

(沢田政孝氏）

町
で
は
、
金
木
町
褒
批
規
則

に
韮
づ
い
て
、
二
Ｍ
卜
三
Ⅱ
金

木
町
褒
批
辮
缶
会
を
附
き
、
瀞

介
の
結
果
、
三
川
十
一
川
午
前

ト
ー
畔
よ
り
役
場
会
砿
室
に
お

い
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
に
余

飛
を
州
り
礎
撤
し
ま
し
た
。

※
（
）
内
は
班
な
功
紙
及
び

迪
算
在
職
年
数

〈
自
治
功
労
褒
賞
〉

金
木
町
長
選
挙

○
打
椛
荷
数

○
投
票
総
数
八
、
九
六
○

○
投
架
率
八
九
・
上
峰
、
バ
ー
グ
セ
。
●
イ
ト

○
有
効
投
票
数
八
、
八
八
三

○
叫
遊
大
描
忠
勝
叫
、
パ
ヒ
ヒ

次
点
珍
川
桶
伍
郎
・
き
、
几
一
○

・
’
一
上
餓
え

六
川
し

楠
美
孝
夫

川
上

中
村
戯
次
郎
〈
町
職
凸
鋤
年
）

昭
和
五
十
二
年
度

金
木
町
褒
賞
授
与
式
》

■■■■

■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
亀

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

鍋
名
褒
賞
さ
れ
る

山
川
鯆
之
（
Ｍ
）
尼
野
秀
喜
（

消
防
職
此
加
年
）
福
長
勝
樋
（

川
）
秋
元
は
っ
江
（
病
院
職
典

鰯
年
）

〈
特
別
功
労
褒
賞
〉

○
文
化
関
係

泉
芥
椛
太
郎
（
元
教
育
委
貝
）

今
き
い
（
姉
人
会
及
）
原
川
さ

だ
（
Ｍ
）
ｎ
川
イ
ク
（
茶
帳
遊

師
範
）

○
雁
業
関
係

金
木
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

○
投
架
総
数
八
、
允
乏
八

○
投
票
率
八
九
・
〃
八
軒

○
打
効
投
瑛
数
八
、
八
川
六

○
当
選
沢
川
政
辛
川
、
川
○
一

次
点
西
村
節
男
四
、
一
Ｗ
Ⅲ

一

川
中
盤
職
（
商
工
振
興
）
此
川

俊
一
（
腱
難
振
興
）

○
冊
祉
間
係

中
芥
に
太
郎
（
人
惟
擁
繊
委

典
）
咄
海
蝕
吉
（
保
育
所
蛎
托

医
）
川
柵
ツ
ル
（
Ｍ
）

○
納
税
・
消
防
側
係

伊
藤
澗
平
（
納
税
組
合
長
）
伊

藤
唯
投
（
消
防
川
興
加
年
）
原

川
源
太
郎
（
Ｍ
）
鴫
海
彦
一
（

Ｍ
）
沢
川
瑞
次
郎
（
Ｍ
）
近
村

雑
雄
（
Ｍ
）
ｎ
川
惚
政
（
Ｍ
）

伊
藤
定
雄
（
Ｍ
）
上
岐
忠
艸
（

Ｍ
）
斎
藤
旭
じ
（
Ｍ
）
仙
膝
柾

敏
（
川
）
櫛
引
米
光
（
Ｍ
）
原

川
折
雄
（
Ｍ
）
鳴
海
栄
（
Ｍ
）

田
中
勝
雄
（
川
）
平
川
曲
光
（

岡
）
櫛
引
柾
術
（
川
）
成
田
巾

男
〈
川
）
原
Ⅲ
藤
衛
（
Ｍ
）
其

川
推
血
（
川
）
松
川
良
論
（
川

（
褒
賞
授
与
式
風
景
）

百－二〃､～､～､～､～ｰへ～､ハーグー、 一
蓉
吐
蛙
評
芋
細
甦
岻
碓
拠
一一

け
る
ア
イ
デ
ア
が
な
い
で

し
ょ
う
か
。
マ
ン
、
不
リ
化

し
な
い
、
年
々
立
派
な
企

水
川
桜
祭
り
に
し
て
行
き
一一

た
い
と
思
い
ま
す
。
又
観

光
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

こ
れ
か
］
ら
の
奥
祭
り
、
戊

人
式
群
に
つ
い
て
、
御
迩

兄
を
お
寄
せ
卜
さ
い
。

３
い
よ
い
よ
豪
呼
も
消

え
失
せ
花
と
小
鳥
の
季
節

一
壁
恥
咽
韮
〕
牲
和
恥
糾
塾

一
側
瀧
、
公
剛
な
ど
、
鵬
芥

一
小
も
噸
振
り
ま
す
か
、
Ⅲ

一
Ｋ
の
砦
さ
ん
も
川
卒
御
協

一
カ
．
卜
さ
い
。

｜
金
誠
は
年
間
Ｉ
他
川
に
進
一

一
も
つ
と
も
町
内
推
椅
も
允
一

一
す
る
。
川
稼
獅
の
牝
摘
鋭

や
特
殊
な
凹
物
は
と
も
か

く
、
川
内
で
雌
い
切
れ
る

一
経
曲
は
公
誠
町
内
に
落
し

一
て
い
た
だ
け
た
ら
Ｉ
。

一

一
分
川
絡
や
サ
ー
ビ
ス
伽
で

肥
え
て
卜
さ
ら
な
け
れ
ば

凸
、
寺

い
け
な
い
、
小
況
の
折
柄

お
願
い
致
し
ま
す
。

韮
で
釧
訓
岬
録
州
郷
迦
ト
ー

……－J 一△△△△▲《▲《▲星△《空△一睡 ＝
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金…木…だ翼漣麓…よ…り

昭
和
五
十
二
年
度
消
防
庁
長

官
表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
が

金
木
町
消
防
川
の
阿
部
敢
蔵
氏

（
輔
五
分
団
及
）
に
同
年
度
汗

阿
部
重
蔵
氏
に

消
防
庁
長
官
章

県
知
事
章
は

白
川
・
加
藤
の
二
名
に

(白川竹治氏） (加藤卓爾氏） (阿部重蔵氏）

森
叫
知
蛎
定
例
表
彰
の
永
年
勤

統
功
労
章
が
白
川
竹
治
氏
（
川

沢
部
に
あ
る
保
雌
柵
祉
館
の

淌
拙
奉
仕
を
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
〃

青
い
鳥
（
会
踵
吉
川
輝
恋
さ
ん

）
々
の
会
の
方
々
で
す
。

沢
部
保
健
柵
祉
館
は
、
絲
蛎

式
や
会
合
な
ど
地
域
の
人
々
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

あ
と
の
拙
除
を
し
て
い
く
人
が

あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
町
の
保
健

姉
が
血
圧
測
定
に
く
る
と
、
附

段
や
廊
下
が
汚
れ
て
い
て
、
使

川
に
と
て
も
不
硬
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
を
兄
か
ね
て
、
行
い
鳥

Ｉ
き
れ
い
に
使
お
う
ｌ

沢
部
福
祉
館
を
清
掃
奉
仕

一●

鮒
部
長
）
と
加
藤
卓
飼
氏
（
部

長
）
の
二
名
に
、
三
川
二
卜
八

Ｈ
、
青
森
市
民
会
館
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
氏
は
金
木
町
腎
防
川
入

団
以
来
三
十
二
年
余
の
功
紬
に

よ
り
、
ま
た
白
川
氏
は
三
卜
し

年
、
加
藤
氏
は
三
十
九
年
余
の

功
紙
が
認
め
ら
れ
、
今
回
め
で

た
く
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

の
会
典
は
誰
か
ら
と
い
う
こ
と

も
な
く
、
保
他
福
祉
館
に
染
ま

っ
て
は
滴
掃
奉
仕
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
は
、
毎
川
一
Ⅱ
と
ｒ

内
悔
（
ザ
、
‐

６
１
坐

青
い
鳥
（
沢
部
）

（
青
い
鳥
の
会
員
）

頭

l
、

■L

十
五
Ｈ
に
蹄
除
を
し
て
い
ま
す

青
い
鳥
の
方
々
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
青
い
鳥
は
、
そ
も
そ
も
銀

行
の
枇
立
て
の
会
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
い
ま
で
は
、
柵
祉

館
で
の
奉
仕
沽
勤
の
会
に
な
っ

て
し
ま
い
、
も
う
・
一
年
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
の

で
す
が
、
会
合
罪
が
終
わ
っ
た

ら
あ
と
し
ま
つ
だ
け
は
き
ち
ん

と
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
み
ん
な
の
福
祉
館
で
す
の

で
、
あ
と
か
ら
使
う
人
の
こ
と

も
考
え
て
拙
除
を
し
て
い
っ
て

下
さ
い
」
一
人
一
人
が
気
を
つ
け
れ
ば

き
れ
い
に
使
え
る
の
で
す
。
み

ん
な
で
も
っ
と
心
が
け
ま
し
ょ

易
ノ
○

~､戸｡｡●･･戸■､冠八一・戸｡.~･戸･鐸･戸．｡F･早戸．■戸･戸口･~戸｡.●■■F･.式･ヘダ、oへ.●●･合金.｡･･･‐C八・｡ー凸岸，

『

乳
。
。
。
。
。
。
、
。
。
。
。
巳
。
■
■
日
ａ
ｏ
ｏ
ｊ
ｇ
可
げ
ｐ
ｑ
ｐ
Ｕ
、
。
。
。
Ｄ
Ｄ
ｐ
Ｌ
Ｐ
ｆ
Ｄ
，
国
ｕ
Ｄ
ｏ
．
、
ロ
ロ
ロ
ノ
も
心
．
８
．
日
，
。
巳
“
ｆ
ｐ
ｆ
。
。
。

： 役場の執務時間が

変わりました。

!；（4月ll]から10月31日まで）

!！●平日8時15分～16時45分

i;●土曜日8時15分～12時
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～

一
川
二
卜
凡
Ⅱ
、
御
泳
收
人

州
識
金
木
支
部
（
支
部
蛙
山
形

焼
之
進
、
ほ
か
十
七
名
）
か
ら

三
〃
円
の
奇
附
が
あ
り
ま
し
た

御
詠
歌
火
和
識
で
は
、
昨
年

一
川
に
も
鯉
修
業
で
柴
め
ら
れ

人
権
問
迦
で
お
州
り
の
力
は

人
権
擁
迩
委
凸
か
、
雌
寄
り
の

法
務
川
（
支
肘
）
で
ご
杣
淡
卜

さ
い
・当
町
で
は
、
次
の
か
た
が
た

が
人
権
擁
遡
委
貝
に
委
賊
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
中
谷
仁
太
郎
（
川
病
）

二
’
三
○
一
二

○
坂
本
災
背
（
喜
良
巾
）

二
’
三
一
一
八
六

○
伊
丸
川
戎
几
郎
（
喜
良
巾
）

’
一
’
三
○
Ｌ
二

○
神
肋
安
次
（
諾
瀬
）

三
’
二
血
二
↑
↑

○
伊
藤
雌
巾
（
金
木
）

↓
一
’
二
航
Ｑ
・
↑

人
権
問
題
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か

静
和
園
入
園
者
に

見
舞
金
を
／
、

御
詠
歌
大
和
講
金
木
支
部

川
氏
年
金
法
の
改
正
に
よ
り

昭
棚
五
’
三
年
度
（
昭
和
五
ト

ー
年
山
川
か
ら
几
卜
山
年
三
川

）
か
ら
保
険
料
が
次
の
よ
う
に

引
ｋ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
定
額
年
金
保
険
料
川
甑
は

三
、
じ
．
一
・
○
円

②
付
加
年
金
保
険
料
川
訓
は

身
。
、
一
・
二
○
川

と
な
り
、
一
年
分
山
川
中
に
畑

納
さ
れ
た
①
の
方
に
は
七
九
○

川
、
②
の
″
に
は
九
・
○
川
そ

れ
ぞ
れ
刺
引
き
に
な
り
ま
す
。

た
お
翁
を
肺
椰
間
へ
の
兇
無
令

と
し
て
が
附
し
て
お
り
、
今
川

の
寄
附
令
も
中
脳
川
肺
州
間
に

当
町
か
ら
人
間
し
て
い
る
方
へ

の
兇
雅
金
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
服
い
に
人
権
守
っ
て

住
み
よ
い
社
会

国
民
年
金
の

保
険
料
が
引
上
げ

I

（3）
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金…木…だ麓…よ…り

く
う米

谷
山
中 六

月
三
十
Ⅱ
ま
で
二
等
陸
海

空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
採

用
試
験
の
期
Ｈ
、
拭
験
場
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
申
し
込
み
、
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
役
珊
町
民
課

へ
ど
う
ぞ
。

卵
年
度

第
一
次
二
等

陸
海
空
士
募
集
中

－ご誕生‐

おめでとう洋一
雌平美
へへへへ

法昭和2
昭二彦ノl
ー、-〆ー届

嘉喜喜出
良良分
瀬市市一

録
三
浦
広
香
（
広
）
金
木

鵬
海
泰
介
（
武
春
）
嘉
瀬

山
中
一
成
（
克
彦
）
嘉
瀬

、
川
典
弓
（
豊
美
）
川
倉

柳
谷
広
批
（
他
二
害
良
一

柳
谷
順
人
（
健
二
喜
良
市

鈴
木
千
春
（
俊
昭
）
金
木

中
西
英
子
（
略
装
）
金
木

商
松
香
涼
（
久
治
）
金
木

神
品
香
奈
（
恵
蔵
）
嘉
瀬

三
上
美
幸
（
勲
）
金
木

岩
村
術
（
静
逸
）
嘉
瀬

岩
村
寿
孝
（
肺
逸
）
斑
瀬

内
海
真
弥
（
啓
二
）
認
瀬

白
川
麻
里
（
恒
雄
）
畔
田

古
川
樹
里
（
兼
市
）
喜
良
市

工
藤
力
也
（
孝
）
喜
良
市

山
中
誠
也
（
弘
海
）
嘉
瀬

葱

'六7il
－

五
月
二
十
二
日

六
月
二
十
八
Ⅱ

五
月
十
六
日

六
月
二
十
六
Ⅱ

五
月
十
五
Ⅱ
⑪

六
月
二
十
三
Ⅲ
⑥

五
Ⅱ
二
十
三
日
②

六
Ⅱ
三
十
Ⅱ
③

試
験
期
日

[“」④⑪ ⑪④
時

刻
開

始
午前十時

一

原
田
評
子
（
豊
治
）
藤

商
橘
則
子
（
滴
則
）
金

三
橘
雄
太
（
治
美
）
辞

白
川
嘉
人
（
君
男
）
蒔

蝦
名
孝
哉
（
稔
）
金

今
美
千
代
（
義
明
）
金

津
鴫
広
行
（
徳
治
）
金

三
上
涼
子
（
勘
二
金

（
２
月
届
出
分
）

（
韮
皿
典
佐
極
一
痙
錘
峠
祁
稲
郵

位
涜

弘
前
市

－ご結婚一

おめでとう

陸
上
自
衛
隊

青
森
駐
と
ん
地

陸
上
自
衛
隊

弘
前
駐
と
ん
地

鴫
海
瓶
院

村
上
病
院職

名’

称

1』木木木木田田木枝

（
封
勘
却
莉
一
幟
聿
劫
琴
軒
樺

（
蹄
柚
痙
淫
一
癖
諏
一
認
井
挫

（
価
唖
祐
稚
到
嵯
椛
諦
岬
一
鋤
梱

（
峠
端
い
証
榊
一
祁
榊
一
癖
奉
赫

、
奈
良
鯉
珂
（
液
雄
）
喜
良
市

一
竹
越
ち
か
子
（
亜
次
郎
）
深
洲

（
郷
々
木
鐸
郡
一
畑
↓
）
御
車
祁

（
岬
士
鋤
秘
一
峨
獅
一
錘
鋤
柿

（
幟
坤
ち
率
榔
一
種
準
一
鋼
勘
州

（
癖
峪
榊
稲
一
岬
拙
一
癖
岡
峠

（
稚
畔
千
代
越
一
確
信
浄
謹
識
叫

（
細
榊
雑
報
一
割
一
郎
蓉
釧
岬

（
秤
羅
睡
郡
一
識
鐸
一
稗
求
榊

（
２
〃
届
出
分
）

三
上
要
之
助
（
“
）
神
原

謙
田
イ
七
（
“
）
粥
瀬

古
川
み
つ
ゑ
（
弱
）
金
木

,おくやみ一
申しあげます

一

津
島
千
代
雄
（
妬
）
金
木

小
山
内
市
男
（
柘
）
藤
枝

其
田
よ
し
（
釦
｝
川
倉

桑
川
重
吉
（
師
）
喜
良
市

長
利
ヨ
ス
（
、
）
嘉
瀬

門
川
タ
ケ
（
“
）
金
木

外
崎
ミ
セ
（
舵
）
金
木

古
川
淌
吉
（
灯
）
喜
良
巾

成
田
勝
之
進
（
師
）
藤
枝

一へ～へ

神]蔦今禽イノトエ
内I几iu_I藤藤

番幸緊IL'1友榊『
紀弘へ彦子ll11

,-~"一一彌"一、ヘヘ
新栄太淌郁滴
一i〃郎一雄一
菅一一一

藤害悪埼蔀嘉
崎良良王
町市rlil,↓潮瀬

一一一一一一一一一一一一－－－

人口と世帯数

男7，343人

人口女7，432人

計14，775人

世帯数3，766世'勝

(S53.2.28現在）
－－－－－－－－－－－－－－－L堂二二

先
月
号
は
、
町
長
選
挙
等
に

よ
り
休
み
、
ご
め
い
わ
く
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
は
と

も
あ
れ
町
雌
大
の
選
挙
と
も
い

う
べ
き
町
長
選
挙
が
、
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
全
凹
の
注
Ⅱ
を
集

め
た
中
で
、
無
覗
に
終
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
い
わ
ゆ

る
〃
津
概
選
挙
の
発
祥
地
“
と

い
う
汚
名
を
、
町
民
み
ん
な
の

力
で
な
く
し
、
明
る
い
選
挙
・

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
ま
し

し
手
宇
司
ノ
Ｏ

今
川
号
に
は
、
紙
面
・
取
材

等
の
都
合
に
よ
り
「
チ
ビ
ッ
コ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
「
金
木
夜
話

」
を
休
み
ま
し
た
。
「
チ
ビ
ッ

コ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
嘉
瀬
小

学
校
の
器
で
す
。
新
し
い
テ
ー

マ
で
チ
ビ
ッ
ゴ
た
ち
を
追
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
金
木
夜
諦
」
な
ど
の
昔
緬

や
民
話
を
知
っ
て
い
る
方
は
、

企
画
室
ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
て
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
広
報

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
ド
さ
い
。

編
集
後
記

（4）
刃


